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研究成果の概要（和文）：本研究は、地域レベルのソーシャル・キャピタルとフレイル発生との関連性について
検討した。日本老年学的評価（JAGES：Japan Gerontological Evaluation Study）における2013年・2016年調査
のパネルデータを用いて検討を行い、マルチレベル分析の結果、地域レベルのソーシャル・キャピタルのうち地
域の市民参加が豊かなことがフレイルの発生と負の関連を認めた。本研究により、地域のソーシャル・キャピタ
ルの醸成によるフレイル予防の重要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study examined the longitudinal association between community social 
capital and frailty onset. Using the 2013-2016 panel data of the Japan Gerontological Evaluation 
Study (JAGES), a multilevel analysis found that rich community civic participation (one factor of 
community social capital) was inversely associated with the onset of frailty. Our findings suggest 
the importance of frailty prevention through fostering community social capital.

研究分野： 疫学・公衆衛生学

キーワード： ソーシャル・キャピタル　フレイル　介護予防　マルチレベル分析　縦断研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢化に伴い健康な老化（Healthy Ageing）の達成が世界的課題となっており、フレイル予防は重要課題の1つ
である。フレイルは多角的な側面から構成され、身体、心理、社会的要因だけでなく環境的要因も影響すること
が示唆されている。本研究では、社会環境要因として地域のソーシャル・キャピタルに着目し、フレイル予防の
可能性を示唆した。本研究は、ソーシャル・キャピタルの醸成によるフレイル予防のための基礎資料となり得
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 世界的な高齢化から、健康な老化（Healthy Ageing）を推進することは重要課題となっている。
フレイルは、加齢に伴ったストレスに対する恒常性の低下に対する脆弱性が高まった症候群と
され、特に健常と要介護との中間的な状態であることから、Healthy Ageing を目指す上でフレ
イルの予防は国家施策である。フレイルは多角的な側面から構成され、身体、心理、社会的側面
に加えて、環境的な側面の重要性も指摘されている（De Witte N, et al., 2013）。しかしなが
ら、フレイルに対する環境要因に関する報告は乏しい。 
 近年、地域をはじめとした社会環境要因の 1つとしてソーシャル・キャピタルによる健康影響
が注目されている。ソーシャル・キャピタルは人々の繋がりや信頼を資源とする概念であり、こ
れまで地域のソーシャル・キャピタルが豊かなことは、居住者の死亡や要介護の抑制など様々な
健康へのポジティブな関連が示されている（Inoue S, et al., 2013; Noguchi T, et al., 2019）。
しかしながら、地域レベルのソーシャル・キャピタルとフレイルの関連性に関する報告は 2報の
みと乏しく、いずれも横断研究であり一貫した結果が得られていない（Ye B, et al., 2018; 
Sato K, et al., 2020）。 
 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では、地域レベルのソーシャル・キャピタルと個人のフレイル発生との関連を、
3年間の縦断データを用いて検討することを目的とする。特に、地域のソーシャル・キャピタル
の文脈的効果を推計するために、地域の要因と個人の要因とを切り分けて分析可能なマルチレ
ベル分析を用いて検討を行った。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、日本老年学的評価研究（JAGES: Japan Gerontological Evaluation Study）にお
ける 2013 年・2016 年のパネルデータを用いた。2013 年のベースラインにて、30 自治体におけ
る 137,736 人から郵送調査における回答が得られ（回収率 71.1%）、そのうち基本チェックリス
トにより判定されたフレイル状態（Satake S, et al., 2016）がロバスト（健常）（基本チェッ
クリスト得点 3点以下）であり、2016 年の調査にて追跡可能であった地域高齢者 21,940 人およ
びその居住地である 384 の学校区を対象として、観察期間における新規のフレイル発生（基本チ
ェックリスト得点 8点以上）を追跡した。 
 ソーシャル・キャピタルは Saito らの指標（Saito M, et al., 2017）を用いて、学校区ごと
に地域レベルのソーシャル・キャピタルスコアを算出した。具体的には、市民参加（Civic 
participation）、社会的凝集性（Social cohesion）、互酬性（Reciprocity）の 3側面について
評価を行った。 
 解析は、欠損値は多重代入法により補完し、個人を 1次レベル、地域（学校区）を 2次レベル
としたマルチレベルロジスティック回帰分析により、新規のフレイル発生に対するオッズ比（OR）
および 95%信頼区間（CI）を推定した。なお、分析においては交絡因子と考えられる個人の基本
属性や社会的属性、健康状態に加えて、地域レベルの特性（可住地人口密度、高齢化率、地域の
社会経済的要因）を調整した。また、複数の感度分析を行い結果の頑健性を確認した。 
 
 
４．研究成果 
 対象者の平均年齢は 71.8（標準偏差 4.9）歳であり、女性は 51.2%であった。追跡期間におい
て、622 人（2.8%）にフレイルが発生した。 
 マルチレベル分析の結果、交絡因子を調整しても、地域レベルの市民参加が高いほどフレイル
発生と負の関連が認められた（地域の市民参加 10%ごと：OR=0.94, 95%CI=0.90-0.98, p=0.005）。
この関連性は、個人の社会関係、健康行動を調整してもほとんど変化はなかった。さらに、個人
の年齢、性別、教育歴、経済状況にて層別解析を行ったところ、一貫して地域レベルの市民参加
のフレイル発生に対する負の関連性が認められた。なお、感度分析として、基本チェックリスト
による判定基準を修正したフレイル発生においても、またプレフレイル・フレイル発生の複合ア
ウトカムにおいても同様の結果が得られ、結果の頑健性が確認された。 
 地域のソーシャル・キャピタルのうち豊かな市民参加は、居住者のフレイル発生に予防的に関
連することが示された。本研究結果は、フレイル予防に対する社会環境要因の重要性を示すもの
であり、地域のソーシャル・キャピタルによるフレイル予防のポピュレーションアプローチの推
進に資するものと考えられる。 
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